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第332回千葉医学会例会一放射線部会一
(昭和 31年 6月 9日 於千葉大学附胃病院屋階犬講堂〉 
1. 核分裂生成物の動物体内代謝に闘すあ研究 である。主主に我々は改良された注入器具， 注入操
(特にオートラヂオグラフによ忍検索〕	 作，撮影方怯，撮影条件等の手投及び副作用を映画
渡辺勲(放射線科〉 によって供覧した。更に造影剤進入の状況を観察す
中野政雄 る為にレシトグン映画を撮影し之を供覧した。
核分裂生成物(以下 F.P.)及びこれに含まれる
諸克素及び p32の動物体内分布をオ{トグラフによ
線学的研究X胃の良性腫蕩の 3. 
白壁彦夫，熊倉賢二
って検索し，殊に骨の位置をソフテックスにて確か
め， さらにカウント数を測定して黒化像と対比し
た。 Sr.89，y91，Ce144，CS137，Zr95+Nb95，F. P.，お
よび p32を dd系マウス股腔内に注射して， 1，6，12， 
24時間， 7叉は 10日後に屠殺し， 凍結横断してマ
グロオートグラムをイ乍成した。 
Ce144+Pr:始め肝に極めて多く， 次に牌骨歯な
どであるが， 次第に硬組織に集まり 10日では骨歯
腹腎に黒化像を見る。 
Sr89: 24時間後に肝にや L強い黒化像を見るが，
他は何れも硬組織に極めて強し、。 
Zr-Nb・95:血中にてコロイド粒子となり易〈牌・
腸に多いが次第に肝に集まり 10日では肝に極めて
強く歯骨は弱し、黒化像を示す。 
y91: 6時間を頃点として肝に多く，次第に骨に多
くなる。 10日では骨に強く次に肝に強い。 
CS137 :や L筋に多い。骨組織には全く集らない。 
FP:硬組織に多し、。 7日で著明になる。
p32: 1~24時間では肝・歯骨に多いが7日では
歯骨に極めて強〈肝は遥かに弱〈之に次いでいる。
追加
井上昭彦(河合外科〉
伊藤 進，小山隆一郎
中島昭子(三輪内科〉
私どもは， 1cm前後の割合小さいと考えられる
胃良性腫傷と副障の 12例について， 行った諸検査
術式を比較し， X線諸症状の成立を分析した結果，
見落さない工夫，簡単にとられる術式およびそのと
きの像のあらわれ方は次のようになった。
最も簡単な発見法は，充盈時に透視触診を行 1. 
い，手圧を加減して粘膜離農(または造影剤の薄い
層〉の消失，出現を確めつつ胃内を探索すれば，大
きさ 5mm前後からそれ以上大きいものは見逃さ
れることはない。 
2. 敏襲形成の多い雛襲像が診断に有効で，さら
に造影剤，空気または両者混合量をやや増加して，
かえって敏壌を伸展させた像がより好適で、あった。 
3. 空気充盈法で撮影すると，前壁，後壁のポリ
ーフ。が各々特徴のある陰影を呈し，明瞭に区別でき 
る。
4. 茎のあらわすX線像には特に留意すべきで，
これはX線像上に必ず呈示しうるもので，診断，鑑
別診断にきわめて重要である。 
今回東芝で試作されたイメ{ジアンプリファイヤ
{を用いて胃のX線活動写真を撮影しこれを供覧し
た。 
2. 唾液腺造影法のX線映画 
鴻 重義， (耳鼻咽喉科〉
武宮三三，有水昇(放射線科〉 
唾液腺造影法は唾液腺疾患の最も有力なる診断法
4. の循環分折数値の検討Friedell・，Keys
松本龍ご，梅沢英正
遠藤博，米本昭彦
中村精男，稲垣義明
茂叉真枯
われわれの教室ではすでに，渡辺(昌〉が Fick-
Cournand 法を，稲垣らが Wezler・Bög~r の改良
法を，徳政は Ballistocardiograp'hを用いて，循
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環分析を行い相互の比較検討を報告してしる。今回
われわれはX線キモ・を用い Keys-Friedel1の方
法に準じて， 循環数値を算出し， W-B法と比較吟
味したので、こ Lに報告する。心表面積を測定するの 
に合理的なラスター移動法を用い，また，条件をー
定にするために，特種な仰臥位で撮影できるX線キ
モ・の装置を用し、た。 
X線キモ・から得た弛期・縮期心容積の差は， 50 
--70 ccの間に多く， W-B法の心拍出量は 60--85 
cc の聞に多し、。また 1 分間では，キモ・では 3.5~
5.51の間に多く， W-B法の分時送血量は 4.5----71
の聞に多し、。心拍出量と拍動面積の聞には，一定の
関係があるように思われる。高血圧症も，ほぼ同様
な傾向がみられる。順次例数をまし，またつぎの機 
会に報告するつもりである。 
5. ニ三の興味あるミエログラフ-'(-所見

に就て

坂巻蛤，山崎保久
期波隆，渡辺英詩
斎藤隆(整形外科〉 
脊髄性疾患の診断に対する「ミ jの有用性は論を
侯たない所で，殊に手術の適応決定，手術法の選択
の目的で日常積極的に施行しているが，最近経験し
た興味あるこ三の症例，即ち脊髄終系より発生せる
エペ yデ‘イモ{ム，脊椎癌転移，頚部椎間板ヘルニ
ヤ，等に就き手術所見との対比により述べ，更に整
形外科で，骨折，カリエス，に次いで多い所謂腰痛
症の内，決して少しとしない椎間板障碍の発生機転
が単に外傷に起因するよりは寧ろ髄核のZ羽生に由来
し，後方では脊椎関節の結合状態異常，前方では，
椎間円板自体の上下椎体結合の機能哀失等，脊椎運
動関節としての異常が，所謂後方脊椎管への髄核脱
出と相侯って主症状を発現すると云う見地より脊椎
単純X線像の詳細な検討の必要性を強調すると共
に，手術適応，術式の選定の目的でい jの脊椎管
径との関係によりE型に分類して日常の指針とし
明らかな脱出を示すII，JIT型を絶対的手術適応，比
較的軽度で突出を示す I型に対し主とじて保存的療
法を適用して増悪を防いでいるが，最近之に対し脊
椎練突起聞に特殊鋼を挿入して，脊椎後方固定を計
る極めて侵襲の小な新術式を行って所期の成績を
得，術前後の「ミ Jを観察興味ある所見を得たので、
報告した。
6. ヨードの唾液内排湘にワいて
北村武，奥田稔
中野清幸(耳鼻科〉
ヨ{ドは唾液及び胃液中に極めて特異的に排世さ
れる。 p31による我々の実験では
1) p31は唾液中に濃縮排世されるが，実験条件 
を厳に一定にしても大きな個人差がある。 
2) しかしその濃縮度は唾液分泌速度に関係し， 
速度がますと減じ，速度が減ずると増加する。即ち 
一定条件下では p31の排世量は一定であり，植物
神経の状態，甲状腺機能，体重に関係なく，個人差，
左右差，目時差は全てみられない。
3) 刺激が増強すると排世量も増加する。
4) 以上の性質が他の物質ではみられない事を， 
p32を用いて確め得た。 
5) 耳下腺は顎下腺に比し重量約 0.9倍， 唾液分
泌量は 1/2であるが p31濃縮度は約 4倍，排世量は
約 2倍であり， I131の排世には撲液腺細胞が主役を
演じているようである。 
6) 犬顎下腺では動静脈血中の 131の差が直ち
に唾液中に現われるが，水分はリシバ液への移行が
みられる。
以上 p31特異性を実証Lた。 
7. 化学療法による気管支像(気管支造影〉

の変化

馬場理一，
越後貫誠(松箱荘〉
肺結核患者 45例 (53病巣〉に就いて，イヒ浮療法
の前後 2回気管支造影法を施行L肺病巣の推移，並
に既往及び第 1回造影と第 2回造影の間に行われた
化学療法の期間と，気管支造影所見中誘導気管支の
気管支拡張及び気管支壁の~化に就いて，検討した
結果次の如き成績を得た。
①気管支拡張の出現及び増強は肺病巣の改善せ
るものに多く，特に肺病巣の著明なる改善を見た浸
潤巣に於いて高率である。
②気管支壁の関係では高度の結核法気管支炎を
示すE型(線細な，鋸歯状を呈せるもの〉は病巣の
改善と共に工型(壁のー恋化の円滑で、共の~化が粗大
ともの〉に~化するが，空洞例に於いては不安のも
のがあり，浸潤巣に於いては全例短期の化学療法に
より I 型に~化する。 
③ 気管支援の菱化が造影所見上重要なる意義を」
